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平成 31 年４月 13 日（土） 松江市史講座第 131 講 
縄文～弥生時代の景観と遺跡 

会下和宏（島根大学総合博物館） 
 
◆トピックⅠ 古地形変遷と遺跡の分布 

※古地形復元図は、高安克己 2019（刊行予定）『松江市史・史料編 1（自然環境）』 から引用 
（１）後期旧石器～縄文草創期：約 35,000年前～BC9,600 

 

古 地 形 約 11700 年前以降、完新世（後氷期）に

はいり、温暖化によって海面が上昇・・・古宍道川・

古中海川（仮称）に海水が流入 
遺跡分布 橋南・玉湯町に多い。瑪瑙（玉髄）産出

地に近い。現在の宍道湖内にも存在していた可能性。 
 

 

 

（２）縄文早期：約 BC9,500～BC5,000 

古 地 形 完新世（後氷期）の温暖化によって海面

が上昇・・・古宍道湾・古中海湾の形成 

遺跡分布 各地域に分散的に立地。古宍道湾・古中

海湾周辺にも点在。 
 

 

 

 

 

（３）縄文前期：約 BC5,000～BC3,500 

古 地 形 相対的な海面上昇がほぼピークに達し、

ほぼ停滞・・・斐伊川・神戸川による堆積活動。砂

州の形成・・・古宍道湖・古中海の形成 

遺跡分布 宍道湖東岸・中海南西岸・中海北岸など

で遺跡増加。島根半島日本海側は希薄・・・冬季の

北西季節風を回避 
 
 

（４）縄文中期：約 BC3,500～BC2,500 

遺跡分布 島根半島日本海側にも散見。北浦松ノ木遺跡（松江市美保関町）、臼畑遺跡（松江市鹿島町）、

猪目洞窟（出雲市猪目町）など 
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（５）縄文後期:約 BC2,500～BC1,300 

古 地 形 斐伊川・神戸川による堆積活動によって

出雲平野が発達。斐伊川デルタが島根半島側に到達。

「神門水海」が一時的に淡水化。 
遺跡分布 各地で遺跡増加。出雲平野中央部に遺跡

出現。 
 
 

 

（６）縄文晩期:約 BC1,300～BC400? 

遺跡分布 特に松江橋南地区で遺跡増加。 
 
（７）弥生前期：約 BC400?～BC2世紀頃 

遺跡分布 特に出雲平野中央部で遺跡増加。 
 
（８）弥生中期：BC2 世紀～BC1世紀頃 

遺跡分布 特に伯太川流域で遺跡増加。 
 
 

 

 

 

 

 

 

（９）弥生後期：AD1～3世紀前半頃 

遺跡分布 各地で遺跡増加・・・人口増加。大小の平野ごとに地域的なまとまり形成。特に松江市八雲町、

飯梨川左岸で遺跡増加。 
 
◆トピックⅡ 縄文海進・海退と遺跡の立地 

（１）縄文前期頃（縄文海進期）の島根大学（松江キャンパス）周辺 

・水深－３ｍ程度の遠浅でシルト底の入り江が入り込む環境。 

・島根大学構内遺跡・西川津遺跡・佐太講武貝塚・・・山地（照葉樹林）・丘陵（コナラ林など）・汽水域・

河川など、多様な環境を包摂する「遷移帯」に立地 ➡ 縄文人の多角的な生業戦略（表１） 

・西川津遺跡・佐太講武貝塚・・・岩礁域に生息するサザエ・アワビ・イシダイなど出土（表１） ➡ 島

根半島日本海側、美保関など、外海もテリトリーに。 

・丸木舟・櫂・ヤス柄・ヤス・石錘などが出土。 
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表１ 縄文人が食べたもの 縄文前期・前後（報告書をもとに作成） 

遺跡名 所在地 時代 

哺乳類・鳥類など 海

獣 

魚類 

貝類 

ニ

ホ

ン

シ

カ 

イ

ノ

シ

シ 

ニ

ホ

ン

ザ

ル 

ア

ナ

グ

マ 

イ

ヌ 

タ

ヌ

キ 
その他 

ク

ジ

ラ

目 

ヤ

マ

ト 
シ

ジ

ミ 

サ

ザ

エ 

ア

ワ

ビ 
その他 

菱 根 遺

跡 
出雲市

大社町 

早期末

～前期

初頭 
○ ○    ○

？ 

種不明小

獣骨・ハ

ク チ ョ

ウ・カモ・

イシカメ 

○ タイ・フグ類 

 

   

西 川 津

遺跡（海

崎地区） 

松江市

西川津

町 

早期末

～前期

初頭 
○ ○  ○ ○ 

 
ウサギ ○ クロダイ属・マダイ・フ

グ科・スズキ属・エイ類 ○   サルボウガ

イ？ 

佐 太 講

武貝塚 

松江市

鹿島町

佐陀宮

内・名

分 

早期末

～中期 ○ ○ ○  ○     ○ ○ ○ ニシ 

佐 太 講

武 貝 塚

（ 1993
年度） 

前期 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ネズミ科

の一種 

 サメ類の一種・アカエ

イ・イワシの一種・タイ

科の一種・クロダイ・イ

シダイ・コブダイ（カン

ダイ）・サバ科の一種・

ハゼ科の一種・コイ科

の一種・コイ・フナ・ナ

マズ科の一種 

○ ○ ○ 

ヒメコザラ

ガイ・クボガ

イ・レイシガ

イ・ベンケイ

ガイ・イガ

イ・ハマグリ 

 
（２）縄文晩期頃の島根大学（松江キャンパス）周辺 

・遠浅だった入江は、海面低下、河川の沖積作用、水成層の堆積によって低湿地化。 
・弥生前期になって水田として利用。 
 
トピックⅢ 出雲平野の形成と遺跡の立地 

（１）三瓶山の活動と出雲平野の拡大 

・第１ハイカ層（三瓶太平山火砕流・降下火山灰）・・・縄文後期中葉（BC2,025～2,145頃（3,600±75yBP）） 
・第２ハイカ層（三瓶角井降下火山灰）・・・縄文前期末（BC3,550～3,650 頃（4,780±100yBP）） 
 
・・・約 4000 年前の噴火時の火砕流堆積物が神戸川を経由して平野部に供給。出雲平野の拡大。 
➡ 出雲平野中央部に縄文後期の遺跡（矢野遺跡・壱丁田遺跡） 
 
（２）出雲平野の微高地に弥生集落が立地 

・環濠集落を含む 11～13 群程度のまとまりの形成 
 
トピックⅣ 河口域・ラグーンと遺跡の立地～地域間交流の活発化と港の重要性～ 

（１）地域間交流の活発化 

・本土と隠岐島の水運・・・隠岐島産黒曜石の流通（縄文～弥生時代） 
・沿岸部と中国山地との交流・・・弥生中期後葉「塩町式土器」の分布 
・日本海交流の活発化 ➡ 港の重要性・・・鉄器の流通（特に弥生中期後葉以降）。弥生後期は時期ごと

に倍増（「魏志韓伝」弁辰の条・・・「国は鉄を出す。韓・濊・倭は皆従い之を取る。」➡ 朝鮮半島南東部
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から鉄を運ぶ。）／朝鮮半島・中国大陸からの搬入品の出土（表２）。 
 
表２ 出雲地域における朝鮮半島・中国大陸からの搬入品やその影響を受けた文物（弥生時代中期～後

期頃） 

遺 跡 名 所 在 地 出 土 品 

田和山遺跡 松江市乃白町 楽浪郡由来の可能性がある硯 

タテチョウ遺跡 松江市西川津町 瓦質土器 

南講武草田遺跡 松江市鹿島町 瓦質土器 

松江市鹿島町沖  楽浪土器 

森屋敷遺跡 松江市宍道町 瓦質土器 

古志本郷遺跡 K 区 出雲市古志町 瓦質土器 

古志本郷遺跡 K 区 出雲市古志町 漢式三稜鏃 

白枝荒神遺跡 出雲市白枝町 内行花文鏡片 

矢野遺跡 出雲市矢野町 勒島式土器 

山持遺跡３区 出雲市西林木町 勒島式土器 

山持遺跡６区 出雲市西林木町 楽浪土器・瓦質土器 

山持遺跡７区 出雲市西林木町 三稜鏃形木製品 

中野清水遺跡 出雲市中野町 鋳造鉄斧・貨泉 

姫原西遺跡 出雲市姫原町 
弩形木製品・三稜鏃形木製品、麈尾の可能性がある団扇形木製品、

陰陽思想を思わせる月と太陽の意匠の響穴をもつ琴板 

天神遺跡 出雲市天神町 蓋笠骨の可能性がある四分枝木製品 

 
 
トピックⅤ 眺望と遺跡の立地 

・山と墳墓・・・朝日山と堀部第１遺跡（松江市鹿島町）、仏経山と西谷墳墓群（出雲市大津町） 
・山と青銅器埋納・・・仏経山と荒神谷遺跡（出雲市斐川町） 
・田和山遺跡（松江市乃白町）と茶臼山 
 
◆まとめ ～なぜそこに遺跡が立地するか？ 

（１）生業との関係 

・狩猟採集を生業の基本とした旧石器時代～縄文時代は、資源を獲得するうえで有利な場所に生活。 
・水稲耕作を基本とした弥生時代は、低湿地に隣接した微高地や丘陵斜面などに定住。 
（２）流通活動との関係 

・人口が増加し、モノの流通量が増大すると、河川河口部・ラグーンなどが天然の良港として重要に。 
（３）眺望との関係 

・山を望む場所に墳墓や祭祀に関わる遺跡が立地。・・・山に対する信仰（穀霊・水霊・祖霊など）か。 
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